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大
化
改
新
の
功
臣

鎌
足
祭
る

談
山
神
社
の
神
廟
（
し
ん
び
ょ
う
）
拝
所
と
十
三
重
塔

談
山
神
社
は
藤
原
鎌
足
を

祭
神
と
し
桜
井
市
の
南
、
山

が
連
な
る
多
武
峰
の
ふ
と
こ

ろ
に
鎮
座
し
ま
す
。

唐
よ
り
帰
国
し
た
鎌
足
の

長
男
定
慧
が
６
７
８
(
天
武

７
)
年
に
鎌
足
の
墓
所
を
多

武
峰
に
改
葬
し
て
十
三
重
塔

と
講
堂
を
建
立

妙
楽
寺
と

称
し
ま
し
た

更
に
７
０
１

(
大
宝
元
)
年

方
三
丈
の
神

殿
を
建
て
鎌
足
像
を
安
置
し

た
の
を
起
源
と
し
ま
す
。

「
多
武
峰
縁
起
」
に
よ
る

と
飛
鳥
の
法
興
寺
（
現
・
飛

鳥
寺
）
で
の
け
ま
り
会
で
出

会
っ
た
中
大
兄
皇
子
（
後
の

天
智
天
皇
）
と
鎌
足
が
現
本

殿
の
裏
山
で
蘇
我
氏
制
圧
の

相
談
を
し
、
６
４
５
（
皇
極

４
）
年
、
飛
鳥
板
蓋
宮
に

て
蘇
我
入
鹿
を
討
ち
（
乙
巳

の
変
)
政
治
改
革
(
大
化
の
改

新
)
を
行
い
ま
し
た

こ
の
後

多
武
峰
は
談
い
山
と
呼
ば

れ
、
社
号
の
由
来
と
な
っ
て

い
ま
す
。
毎
年
４
月
と

月

に
は
こ
の
故
事
に
ち
な
み
、

け
ま
り
祭
が
開
か
れ
ま
す
。

神
仏
分
離
で
談
山
神
社
と

な
り
ま
し
た
が
随
所
に
寺
院

の
名
残
が
あ
り
、
鎌
足
を
祭

る
本
殿
（
１
８
５
０
年
再
建

・
重
文
）
は
極
彩
色
模
様
や

花
鳥
な
ど
の
彫
刻
に
よ
り
豪

華
に
装
飾
さ
れ
て
お
り
日
光

東
照
宮
造
営
の
手
本
と
な
っ

た
と
言
わ
れ
ま
す
。

十
三
重
塔
（
重
文
）
は
１

５
３
２
（
享
禄
５
）
年
に

再
建
さ
れ
、
木
造
の
十
三
重

塔
と
し
て
は
世
界
唯
一
。
高

さ
は
約

㍍
で
、
伝
統
的
な

檜
皮
葺
き
の
屋
根
で
す
。

秋
は
境
内
が
錦
の
紅
葉
に

包
ま
れ
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

𠮷
川
康
司
）


